
　九度山町は、和歌山県の北東部にあり、伊都・橋本地域のほぼ中央部に位置しています。
　町内には東部を流れる丹生川と西部を流れる不動谷川の二つの河川があり、町の中央部で合
流して紀の川にそそいでいます。
　平安時代に弘法大師が高野山に真言宗を開創以来、政所が置かれ、諸物資の運搬拠点のみな
らず、高野山への参詣道としても大変栄えました。
　また、戦国武将真田幸村ゆかりの真田庵をはじめとする歴史遺跡、世界遺産に登録されてい
る高野参詣道 町石道・黒河道、慈尊院、丹生官省符神社、そして名勝地である玉川峡を有して
います。
　主な産業は農業で、温暖な気候を利用した果樹栽培が盛んで、特に富有柿は日本一の品質を
誇っています。
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町の概要

地方創生事業の概要

　本町では、人口減少の克服と地方創生を確実に実現するため、次の４つの基本目標を掲
げ、関連する施策を展開していきます。

◇基本目標１　地域資源を活かし、安定した雇用と稼ぐ力を創出する事業
　　　　　　　　　　・農業（農家）の後継者づくり
　　　　　　　　　  ・自然や歴史・文化等の地域資源を活かした観光地の整備　など

◇基本目標２　人の流れを生み出し、地域を活性化させる事業
　　　　　　　　　　・移住・定住の支援
　　　　　　　　　　・空き家や休廃校となった学校など遊休施設を
　　　　              活用した都市部との交流　など

◇基本目標３　若い世代が希望を持てる環境をつくる事業
　　　　　　　　　　・一人ひとりが安心して妊娠・出産ができるサポート　　　くどやま芸術祭の様子

　　　　　　　　　　・九度山らしい教育の充実　など

◇基本目標４　地域と地域をつなぎ、時代にあった安全安心な暮らしを実現する事業
　　　　　　　　　　・大規模災害に備えた安全の推進
　　　　　　　　　　・歴史、文化、芸術の振興　など

寄附で得られるベネフィット（一例）

　・町公式ホームページに企業名掲載（１０万円以上）
　・お礼状の贈呈（１０万円以上）※郵送


